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　令和４年度を迎えても依然として新型コロ
ナウイルス感染症の影響が根強く残っていま
す。価値観や社会構造などが大きく変容して
いくなかで学生生活もこれまでとは異なって
きており、不安を感じている方も少なからず
います。そうした不安を減らし有意義な学生
生活を送れるよう、引き続き安心・安全な修
学環境の提供に努めて参ります。
　2 年間に及ぶコロナ禍への対応により教育
のデジタル化も大きく進展しました。本学も
対面を基本としつつ、オンライン授業をはじ
めとする ICT を活用したさまざまな取組が
推進され、そのための環境整備も行いました。
　一方で、大学広報のデジタル化も進められ

ています。その最たるものが「webオープンキ
ャンパス」であり、コロナ禍で移動が制限さ
れた高校生に、自宅に居ながら大学を訪問す
る機会を与えようと多くの大学が取り組んで
います。本学の web サイトにも web オープ
ンキャンパスが公開されていますが、360°バ
ーチャルキャンパスツアーをはじめ多彩な動
画が目白押しです。本学のことをまだよく知
らない高校生に本学のことをよく知ってもら
うための情報を集積した web ページであり、
本学のことが実によくわかります。高校生に
限らず在学生の保護者の方にもご覧いただけ
ましたら幸いです。

副理事長

山本　光憲

　新型コロナ感染症が未収束の中、今年も四
国大学は多くの新入生を迎えました。ハイブ
リッド型入学式、ガイダンスを終え、対面授
業も無事始まり、第１回オープンキャンパス
は３年振りにリアルで行えました。一方、遠
隔授業にも対応できるように、キャンパス内
は高度 Wi-Fi6環境を整備し、インターネッ
トを活用した授業も展開されています。また、
大学業務でも電子決裁やペーパーレス会議シ
ステムの導入など、所謂 DX（デジタル トラ
ンスフォーメンション） が大幅に進展中です。
　さて、世の中・世界は、ウクライナでの戦争、
エネルギー価格の高騰など、先の見えない不

確実・不安定な状況にあります。この中で、
学生の皆さんは、専攻する各専門分野での勉
強、基盤的な“四国大学スタンダード”修得
に加え、コミュニケーション能力や就業力な
どを学んでいます。さらに、大学では、スポー
ツ・芸術分野の強化、SDGs や Society5.0
に関する研究や各種取り組み、そして全ての
学生さんが AI（人工知能）などこれからの社
会・企業で求められる知識・技能を体得でき
る次世代教育カリキュラムの開発など、地域
社会にも大いに期待される人材育成に努めて
います。

withコロナ時代、キャンパスはDX、Society5.0の取り組みなどが進展中。

Webでキャンパス訪問

学長

松重　和美
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父母会だより

　令和 4 年 4 月 3 日（日）、本学体育館で「令和 4 年度入学式」
を実施し、大学院 19 名・大学 651 名・短期大学部 148 名
の計 818 名が新たな学生生活をスタートしました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、新入生ならび
にご家族の皆様の健康・安全の確保を最優先とし、体育館で
の全体式典には総代の学生のみが参加し、総代以外の新入生
の方には学科別に分かれて、各会場から全体式典の様子を視
聴していただきました。
　全体式典では、段 望美 さん（国際文化学科 1 年生）が入
学生総代宣誓を行いました。
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

　日頃は、大学及び父母会の活動に御協力
頂いておりますことを改めて感謝申し上げま
す。今年度におきましても学生生活の充実に
向けた事業に取り組んで参りたいと思ってお
りますので、引き続きご協力宜しくお願い致
します。
　新しい年度がスタートして２ヶ月が経ち、
新入生の皆様も少しずつ新生活に慣れてき
た頃だと思います。また来年卒業をむかえる
学生の皆様にとっては進路を決める大切な時
期となりました。入学式でも、少しお話させ
ていただきましたが、学生の皆様には自らの

「強み」を見極め、それが社会でどう通ずる

か、多くの方の意見を聞いて取り組んで頂き
たいと思います。大学・父母会と致しまして
も、学生達のサポートに繋がるよう、会員の
皆様により多くの情報をお伝えして参りたい
と思っておりますので、皆様方の御意見も頂
けたらと思います。
　最後になりますが、コロナウイルスの感染
状況は全国的にもまだまだ厳しい現況です。
父母会に於いても衛生面、コロナ対策の事業
を行っております。学生の皆様が安心して勉
学・クラブ活動に打ち込めるよう、力を注い
で参ります。活動に御理解頂き、今年度も宜
しくお願い致します。

会長

山崎　和喜

令和4年度父母会年間行事予定

　日頃より、父母会活動にご理解と
ご協力を賜り誠にありがとうござい
ます。
　郵送にてお届けした「父母会総会・
評議員会・各懇談会開催のご案内」
をご覧いただいております通り、今
年度は新型コロナウイルスの感染予
防対策を講じた上で、「対面」で右
記のとおり開催致します。
　是非とも、ご父母の皆様に四国大
学を知るこの機会へご参加いただき
ますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。

■令和4年度 父母会年間行事予定表■
行　事　名 日　　付 時　　間 会　　場 実施状況

父 母 会 入 会 式　 R4.  4.  3 ㈰ 入学式終了後 本学 ライブ配信

会 計 監 査　 R4.  5.16 ㈪ 13：30 ～ 本学　大学会館 2F
学生支援担当部長室 実施済み

役 員 会　 R4.  5.16 ㈪ 15：30 ～ 本学　本館 3F　特別会議室 実施済み

第 1 回 評 議 員 会　 R4.  6.  5 ㈰ 10：30 ～12：00 本学　

総 会　 R4.  6.  5 ㈰ 13：00 ～15：00 本学

新・ 旧 役 員 引 き 継 ぎ 会　 R4.  6.  5 ㈰ 16：30 ～18：30 ザ・グランドパレス

沖 縄 県 地 区 父 母 懇 談 会　 R4.  6.26 ㈰ 10：30 ～14：30 パシフィックホテル沖縄

香 川 県 地 区 父 母 懇 談 会　 R4.  8.27 ㈯ 10：00 ～14：30 ホテルパールガーデン

中 国 地 区 父 母 懇 談 会　 R4.  8.28 ㈰ 10：00 ～14：30 ザロイヤルパークホテル広
島リバーサイド

高 知 県 地 区 父 母 懇 談 会　 R4.  9.  3 ㈯ 10：00 ～14：30 ホテル日航高知旭ロイヤル

愛 媛 県 地 区 父 母 懇 談 会　 R4.  9.  4 ㈰ 10：00 ～14：30 ホテルマイステイズ松山

第 2 回 評 議 員 会　 R4.11.12 ㈯ 10：30 ～12：00 本学
卒 業 証 書 ・
学 位 記 授 与 式　 R5.  3.16 ㈭ 10：00 ～11：30 本学

会長あいさつ 

「令和4年度入学式」を挙行しました
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新 生 の 声入

　私は趣味であった「編集」や「加工」を駆使した職
に就きたいと思い本学を志望しました。まだ入学してあ
まり時間は経っていませんが「グラフィックデザイナー」
になりたいという夢ができ、今後必要な資格を取得し
ていこうと思っています。また、勉学だけではなくサー
クルやアルバイトにも励み大学生活を謳歌したいです。太城加奈恵

■経営情報学部　メディア情報学科

　私は将来、Web サービスの提案・制作・運
営を包括的に実施できる人材になりたいと考
えております。このため、それらに関連する
知見を深めるため大学院への進学を志望しま
した。大学院経営情報学研究科では「SNS 投
稿データ分析への機械学習活用」を軸に研究
を進捗していきたいと考えております。日々、
成長できるよう研究活動に励んでいきます。

田中　和樹

■大学院　経営情報学研究科　経営情報学専攻博士前期課程

　日々、幼児教育に携わる中で、時代の
変化に伴い起こる子どもたちの問題解決
の為に、自己肯定感を高める保育につい
て研究したいと思い入学しました。感謝
を忘れず、学べる幸せを感じながら、大
学院での研究を頑張りたいです。坂野　貴子

■大学院　人間生活科学研究科　人間生活科学専攻修士課程

　私は小学校教諭を目指し、児童学科に入学
しました。大学で、小学生との接し方、授業
の仕方などを学び、よりよい先生となれる
よう日々精進していきます。また、行事に
も積極的に参加し、多様な問題を自らの手
で解決していける力をつけようと思います。横山　蒼真

■生活科学部　児童学科

　四国大学に入学して約一か月が経ちました。入
学する前は沢山の不安もありましたが、今では新
しい友人もでき勉強も熱心に取り組むことができ
ています。難しい授業もありますが知識を増やす
ことのできるこの機会を大切に充実した４年間に
していきたいです。４年後のことは全く想像でき
ませんが家族や自分の期待を裏切らない成長し
た新しい自分になっていたら嬉しいです。

堺　　友香

■文学部　国際文化学科

　私が介護福祉士を目指した理由は、「介護」
においてはそれを受ける利用者の心を重んじて
サポートするという姿勢に、とても心が惹かれ
たからです。利用者の心を重んじる介護福祉士
を目指して、先生方の下、グループワーク等で
同級生と助け合いながら勉学に励みたいです。豊口あみか

■短期大学部　人間健康科　介護福祉専攻

 入学当初は右も左もわからない状態で、不
安を感じていましたがオリエンテーション
や普段の大学生活の中でクラスメイトと自
然と打ち解けることができました。これか
らの大学生活を友達と楽しみつつ、互いに
高めあいながら勉学に励みたいと思います。寺竹　真子

■文学部　書道文化学科

　私は病院で活躍する管理栄養士を目指していま
す。親族の入院時、提供される食事が疾患治療に
大きく貢献していることを感じ、栄養学に興味を持
ち始めたことがきっかけでした。大学生活にまだ
慣れていませんが、管理栄養士になれるように日々
勉学に励み、充実した 4 年間にしたいと思います。前田　琴音

■生活科学部　健康栄養学科

　私が、経営情報学科を選んだ理由は、幅
広く資格取得に挑戦できるからです。将来
的に役立つ経営や情報の専門的なスキルを
身につけることができ、とても魅力的に感じ
たからです。経営情報学科の先生も面白い
人が沢山いるので楽しく勉強できそうです。谷本　崇吏

■経営情報学部　経営情報学科

　私は高校時代、商業科で学んだ事を生かし
たかった事と、公務員になる為の授業や支援
制度が充実している事を知り四国大学を選び
ました。まだなれない事や長時間の授業は大
変ですが、将来の夢に向けて頑張りたいです。

野口　真央

■短期大学部　ビジネス・コミュニケーション科

　私は愛媛県から四国大学に入学しました。
初めは知らないことばかりで不安でしたが、
先生方は親身になって接してくださり、友
人も親切な人ばかりで学びやすい環境だと
思いました。将来の夢である保健師を目指
して頑張ります。村上　亜弥

■看護学部　看護学科
　現在、近世徳島の村落史についての研究
をしています。文学研究科では、歴史に関
する授業が豊富なので、日々多くのことを
学び充実した毎日です。2 年という短い期
間の 1 日 1 日を大切に、精一杯努力してい
きたいと思います。

小部さくら

■大学院　文学研究科　日本文学・書道文化専攻修士課程

　私は、四国大学看護学部看護学科を卒業後、大学
院に進学し、助産学を学んでいます。小さい頃から
助産師になりたいと考えており、2 年間でしっかり
と知識と技術、論理的思考を身に付けることができ
る大学院で学びたいと思い入学しました。現在は主
に概論などの基礎的なことを学んでいます。授業で
はディスカッションをする機会が多く、ディスカッ
ションを通して、実際に現場で働いている方々から
の視点、自分にはない考えを学ぶことができるとい
うことが大学院で学ぶ魅力の一つだと思います。大
変なことも多いですが、同じ夢を目指す仲間と共
に協力しながら努力していきたいと思っています。

稲福　もえ

■大学院　看護学研究科　看護学専攻修士課程
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留学生の声

留学生の声

女子バレー部へ入部して デザインコースへ入学して

児童学科 2 年
西岡　華奈

人間生活科学科
デザインコース 1 年
藤井　寛喜

スポーツ・芸術分野活動支援
― 技術・技能の向上と学業の両立をサポート ―スポーツ分野 芸術分野
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　私は高校時代主に風景画を描い
ていましたが、オープンキャンパス
等に参加して 3D プリンターやデジ
タル作品にも興味を持つようにな
りました。入学後には様々な公募展
にも積極的に出品し、自分自身を成
長させたいと思っています。
　また、将来は海外の風景画にも挑
戦したいという大きな願望もあり
目的に向かって努力したいと思い
ます。

　私たち女子バレーボール部は、現
在 19 人で活動しています。私たち
の今年の目標は、全日本インカレの
ほか各種大会で納得できる結果を残
すことです。去年は多くの大会が中
止になり、自分たちの実力を発揮す
ることができなかったので、今年は
開催されることを信じてチーム一丸
となり、練習に励んでいます。
　また、私は将来小学校教諭になる
という夢を叶えるために、毎日の授
業や自主学習にも力を入れて取り組
んでいます。
　これからも、文武両道を継続して

夢の実現かつ
日々成長でき
るように頑張
り ま す。 応 援
よろしくお願
いします。

▼�
優
秀
賞
　
団
体

区　分 団　　体　　名 成　　績

スポーツ A 陸上競技部 日本学生陸上競技対校選手権大会　男子多種目　第6位
弓道部 全日本学生弓道女子王座決定戦　女子団体　第1位

スポーツ C 男子ソフトテニス 中国・四国学生ｿﾌﾄﾃﾆｽ選手権大会　男子団体　第3位
女子ソフトテニス 中国・四国学生ｿﾌﾄﾃﾆｽ選手権大会　女子団体　第1位

スポーツ D 軟式野球 四国地区大学軟式野球連盟　秋季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ　第1位
女子サッカー 全日本大学女子ｻｯｶｰ選手権大会　四国大会　第1位

文 化 A 書道 全日本高校・大学生書道展　最優秀校
文 化 D 吹奏楽 全日本吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ　四国支部大会　金賞

▼

優
秀
賞
　
個
人

区　分 団　体　名 氏　名 学科学年 成　　績

スポーツ A 陸上競技部
幸長　慎一 生活（院）２年 日本学生陸上競技対校選手権大会　男子円盤投　第1位
髙木　智帆 経情４年 日本学生陸上競技個人選手権大会　女子円盤投　第8位
木村　美海 メディア３年 日本学生陸上競技対校選手権大会　女子走幅跳　第3位

スポーツ C

陸上競技部

近藤　真由 生活（院）２年 中国四国学生陸上競技選手権大会　女子100ｍ走　第1位
林　　陽菜 経情４年 中国四国学生陸上競技対校選手権大会　女子200ｍ　第2位
藤田　駿介 経情４年 中国四国学生陸上競技対校選手権大会　男子ハンマー投　第2位
三田　穂貴 日文３年 中国四国学生陸上競技選手権大会　男子円盤投　第1位
坂本　彩華 生活３年 中国四国学生陸上競技対校選手権大会　女子円盤投　第3位
百々　市雛 児童２年 中国四国学生陸上競技対校選手権大会　女子七種競技　第1位
長瀬　優作 日文２年 中国四国学生陸上競技選手権大会　男子円盤投　第3位
上中ひかる 生活１年 中国四国学生陸上競技選手権大会　女子ハンマー投　第1位

男子ソフトテニス 明石　陽人 メディア３年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　男子個人戦　第2位
武内　力也 経情２年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　男子個人戦　第2位

女子ソフトテニス

絵内　菜穂 経情３年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　女子個人戦　第2位
櫻田　舞香 経情３年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　女子個人戦　第3位
箱崎　愁里 児童２年 中国・四国・九州三地区学生ソフトテニス　選手権大会　女子個人戦　第3位
藤城みちる 管栄２年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　女子個人戦　第1位
冨樫　春菜 児童２年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　女子個人戦　第3位
浮貝　真由 管栄１年 中国・四国・九州三地区学生ソフトテニス　選手権大会　女子個人戦　第3位
上田　柚香 管栄１年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　女子個人戦　第1位
辻　ひまり メディア１年 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会　女子個人戦　第3位

弓道 仁尾　太一 メディア３年 中四国学生弓道新人戦　男子個人　第3位

スポーツ D 男子ソフトテニス 北岡　聖大 経情１年 四国学生選抜ソフトテニスインドア大会　男子の部　第1位
加藤洸太郎 メディア１年 四国学生選抜ソフトテニスインドア大会　男子の部　第1位

文 化 A 書道 白石　瑞帆 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展大賞
田村　優奈 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展大賞

文 化 C 書道

徳丸　優花 書道４年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
岩佐　万葉 書道４年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
高橋　瑞歩 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
逢坂優妃奈 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
寺澤　歩花 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
田村　陽奈 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
吉元　綾一 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
元木紀世美 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
麻植　元明 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
勝瀬　　樹 書道３年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
吉田　初咲 書道２年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
西村　美咲 書道２年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
児玉　留実 書道２年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
麻植　柚花 書道２年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
三浦　　武 書道１年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
廣田　梢子 書道１年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
西川　樹里 書道１年 全日本高校・大学生書道展　書道展賞
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　ビシケク国立大学から交換留学生１名

●四国大学
　外国人留学生 16名入学
　書道文化学科２名、国際文化学科１名、経営情報学科３名、
　メディア情報学科７名、　人間生活科学科３名

●四国大学短期大学部
　外国人留学生３年コース 22名入学
　B.C 科 16名、食物栄養専攻２名、介護福祉専攻４名

留学生の声

留学生の声

　四国大学の短期大学部のビジネス・コ
ミュニケーション科で勉強しています。四
国大学に来て1か月になりました。私にとっ
てとても楽しい 1 か月でした。先生方が優
しく、熱心に教えてくれました。また国際

課という留学生をサポートする課もあって、困ったことがあ
れば助けてくれます。奨学金や奨励金制度が充実していて、
頑張って勉強したらいろいろ奨学金がもらえます。大学には
専門知識の授業だけじゃなく、クラブと同好会が多くありま
す。参加したらたくさん友達が作れて、学生生活がより楽し
くなります。これからの３年間で勉強や交流活動を頑張りた
いと思います。よろしくお願いいたします。

R
ラッビ
ABBI S

サイド
YED R

ラジャ
EZA E

イ
（バングラデシュ）

◦短期大学部　ビジネス・コミュニケーション科

　生活科学部人間生活科学科デザインコー
スの留学生として四国大学で勉強していま
す。1 年前に来日し、京都にある日本語学
校で日本語を勉強しました。四国大学を受
験する前にオープンキャンパスに参加して、
大学の施設が整っていて、先生方は親切で

熱心だと思いました。入学して 1 か月経ちました。最初新
しい環境で分からないことが多くて困ったことがありました
が、先生方が優しく教えてくれたので段々大学生活に慣れて
きました。授業以外ではサークル活動にも参加して、たくさ
ん友達ができています。これからの 4 年間、大学生活を楽
しみにしています！よろしくお願いいたします。

H
ホアン

OANG C
コン

ONG A
アン
N（ベトナム）

◦生活科学部　人間生活科学科

　ビジネス・コミュニケーション科の留学
生として四国大学で勉強しています。オー
プンキャンパスに参加した時、大学の奨学
金制度の充実だけではなく、サークル活動
や課外活動がたくさんあるので四国大学を
受験することを決めました。大学に入って

まだ 1 ヶ月ですが、入学して良かったと思います。先生方
は熱心に教えてくれて、先輩がとても優しいので大学生活に
段々慣れてきました。学内の雰囲気も気に入っています。図
書館や大学会館などで学生が勉強する姿を見ると、私もやる
気が出ます。これから皆さんと一緒に頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

L
リュー
UU V

ヴ ァ ン
AN N

ナム
AM（ベトナム）

◦短期大学部　ビジネス・コミュニケーション科

　人間健康科介護福祉専攻の留学生として
四国大学で勉強しています。入学まで不安
なことはいっぱいありました。しかし入学
して 1 ヶ月ほど経って、先生方に助けても
らい、だんだん大学生活に慣れてきました。
クラスメート達も優しいです。文化が違う

から、交流しているとおもしろいことがたくさん分かってき
ました。そして、学校はいろいろなサークル活動があります
ので、楽しく大学生活を過ごせると思います。皆さん、初心
を忘れずに目標に向かって頑張っていきましょう。

韓
カン

　亦
エキサン

珊（中国）

◦短期大学部　人間健康科介護福祉専攻

留学生総人数

　私は交換留学生として四国大学に来て、もう
1 か月が経ちました。初来日ではないですが、
四国大学とビシケク国立大学との協定が結ばれ
てから第１期交換留学生なので心配することが
たくさんありました。来たばかりですのでまだ
慣れないことが多くて困った時もありますが、

先生方もクラスメートたちも優しく教えてくれます。心より感謝
申し上げます。大学は専門知識の授業だけでなく色々なサークル
活動があって、自由に参加することができます。私も水泳とボー
ドゲームの２つクラブに参加していて、新しい友達を作れました。
交換留学プログラムで四国大学に来て本当に良かったと思います。
将来キルギスで日本語の教師になりたいので、この１年間日本語
力を身に付けながら留学生活を楽しみたいと思います。宜しくお
願いいたします。

V
ウィレンスカヤ

ILENSKAIA I
ユーリヤ
ULIIA（キルギス共和国）

◦ビシケク国立大学　交換留学生

　経営情報学部メディア情報学科の留学生とし
て四国大学で勉強しています。入学する前に大
学について色々なことが分からなくて、心配し
ました。しかし、入学してから１ヶ月が経ち、
先生方が優しく大学生活や徳島生活のことを教
えてくださいましたので、段々慣れてきていま

す。日本人と一緒に勉強できることは一番楽しみにしています。
授業を通して専門知識を身につけます。またサークル活動を通し
てチームワークや先輩・後輩の人間関係を築くことができます。
大学で得るものは計り知れません。四国大学に入学して本当に良
かったです。これから４年間みなさんと一緒に頑張ります。よろ
しくお願いいたします。

M
マデ
ADE A

ア デ ィ テ ィ ア
DITYA P

プトラ
UTRA（インドネシア）

◦経営情報学部　メディア情報学科

 　経営情報学部メディア情報学科の留学生とし
て四国大学で勉強しています。4 月に来てから
１ヶ月が経ちましたが、先生方が優しく教えて
くれて大学生活にも慣れてきています。新しい

環境での生活は、困った時やわからない事がありましたが、先生
方が熱心に手伝ってくれました。授業やクラブ活動を通じてたく
さん友達が作ることができ、自分の日本語やコミュニケーション
力が高まっています。また色々な国の留学生と一緒に授業を受け
るのが面白くて、皆さんと交流しながら国際理解も深めています。
将来日本で IT 企業に就職するため、大学卒業まで日本語能力と専
門知識を身につけられるよう頑張ります。

P
プレブニャム

UREVNYAM T
トゥヴシントゥグス

UVSHINTUGS
 B

ボリジギン
ORJIGIN B

バト
AT（モンゴル）

◦経営情報学部　メディア情報学科
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山口　幸歩
　この度は芳藍賞という名誉ある賞をいただき、大変うれしく思い
ます。大学院に入学してからの２年間は本当にあっという間でした。
コロナ禍ということもあり、様々な制限がある中での学生生活でし
たが先生方や後輩、家族の支えを受けて非常に充実した研究生活を
送ることができました。今後も将来の目標に向かって日々精進して
いきたいと思います。

塩﨑　里佳
　この度は芳藍賞という名誉ある賞をいただき、大変嬉しく思います。
保健師と看護師の勉強を両立するのは大変でしたが、熱心にご指導
くださった先生方や互いに励ましあえる仲間、いつも温かく見守ってく
れた家族がいたから、最後まで諦めず、国家試験合格に向け頑張るこ
とができました。四国大学で学んだことや周りの人への感謝を忘れず、
卒業後も日々努力していきたいです。

林　ひかり
　この度は、芳藍賞という名誉ある賞をいただき、大変嬉しく思いま
す。ご指導いただいた先生方や、大学で出会えた友人、支えてくれた
家族には感謝の気持ちでいっぱいです。大学生活を振り返ると、大変
なこともありましたが、友人とたくさん笑って過ごした４年間は私の宝
物です。これまで培ってきた学びや経験を生かしてこれからも頑張っ
ていきたいと思います。

坂本　美卯
　学生生活はコロナ禍で、台湾研修やイギリス留学が中止となり、非
常に残念ではあったが、そのような状況だったからこそ、自分の興味
のあることに打ち込むことができた。沢山の映画を観て、卒業論文も
映画に関することを執筆できたことは自分にとって大きなことである。
卒業した今、新たな目標に向け準備している最中だ。自分を見失わず、
ゆっくりと歩んでいきたい。

佐藤　実花
　この度は芳藍賞という名誉ある賞をいただき、誠にありがとうござい
ます。四国大学での４年間を振り返ると DDP やゼミ活動、就職活動と
常に邁進していたように思います。これもひとえに学科の先生方はじめ、
国際課の皆様や友人、先輩方の支えのおかげです。
　これからも４年間で学んだことを無駄にすることなく、日本のみならず
世界で活躍できるよう精進してまいります。

島田　龍斗
　この度は芳藍賞という名誉ある賞をいただき、大変嬉しく思います。
この４年間で、学びたかった情報の専門知識と社会人力を身につける
ことができました。後輩の皆さんには、どんな状況下でも臨機応変に
対応できるよう学生のうちに様々な知見を得ておくことをお勧めしま
す。その学びは一生ものになります。大学生活でお世話になった皆様、
本当にありがとうございました。

西滝　七海
　ご指導してくださった先生方や一緒に頑張ってきた仲間、家族の存
在や支えがあり芳藍賞を受賞できました。４年間で出会えた全ての方
に感謝しています。夢に向かって努力し続けた四国大学での学生生活
はとても充実したものでした。今後も成長していけるよう日々努力し
頑張ります。あっという間の４年間、多くのことに挑戦し、実りある
学生生活を過ごしてください。

片山　紗英
　この度は名誉ある芳藍賞をいただき、大変嬉しく思います。大学４年間、
学業や自分のしたいことに全力を注ぐことができた環境に感謝したいで
す。そして、大変だった公務員試験の期間、熱心にサポートしてくださっ
た先生方や応援してくれた家族、友達にも感謝いっぱいです。これから
も初心を忘れず、日々成長していくことができる保育士でいたいです。

撫養　美里
　今回、芳藍賞という名誉ある賞を受賞させていただき感謝しております。私は、
四国大学でたくさんの人と出会い、たくさんの経験をしました。中でも、一生付
き合っていきたいと思える友人との出会いなどかけがえのない時間を過ごすこと
ができました。４年間という時間はあっという間です。だからこそ在学生の皆さ
んには、限られた時間を大切にし、周りの人への感謝を忘れることなく夢に向かっ
てがんばっていってほしいです。

豊成　美奈
　この度は芳藍賞という素晴らしい賞をいただき、大変嬉しく思って
おります。四国大学での４年間を振り返ると、苦労もありましたが、
それ以上に楽しく充実した日々を過ごせたと思います。ご指導いただ
いた先生方、共に国家試験を乗り越えた友人達、支えてくれた家族に
感謝の気持ちでいっぱいです。四国大学で培った経験や知識を活かし、
これから目標に向かって努力していこうと思います。

倭　　和代
　この度は芳藍賞という名誉ある賞をいただき、大変嬉しく思いま
す。大学院で専門知識を深め、論文を書き上げることができたのも
ご指導いただいた先生方のお陰です。社会人と学生との両立は大変
でしたが、学ぶ楽しさや知る喜びを感じた 2 年間でした。この経験
は大きな自信となり、今後の仕事人生に活かすことができると思い
ます。ありがとうございました。

横関恵美子
　この度は、芳藍賞を授与していただき誠に光栄に存じます。博士
後期課程では細部にわたり懇切丁寧にご指導いただき、学会や国費
助成申請の報告会等多くの研究発表の機会を与えてくださいました。
この 3 年間は私にとって研究することの意義と喜びを教えていただ
いた何ものにも代えがたい時間となりました。この経験を糧として
今後の教育研究活動をより充実させていきたいと思います。

元木　香里
　この度は、芳藍賞という名誉ある賞を頂戴し、誠にありがとうござ
います。新型コロナウイルスの影響で、入学当初思い描いていた研
究活動が制限された 2 年間でした。しかし、指導教官の先生を始め、
先輩や後輩からのご支援もあり、無事に修了することができました。
これからも自分らしく、一つ一つの出会いやチャンスに感謝しながら、
日々邁進していきます。

蔭山　綾子
　看護師として臨床で勤務し、四国大学大学院看護学研究科に入学
しました。四国大学での学びは、先生方と仲間と共に専門性を深め
学習の幅を広げることができました。学べる時間を通して、人と出
会って、つながることや継続的に学べる機会を大切だと感じること
ができました。人や時間の素敵な出会いを体験できた２年間でした。

熊谷　優花
　この度は芳藍賞をいただき、誠にありがとうございます。このよ
うな名誉ある賞をいただくことができ嬉しく思います。大学では日
本文学について学び、学生同士で意見や感想を話し合ったことが思
い出です。また、教職員の方々がいつも寄り添い支えてくださった
ことに感謝の気持ちでいっぱいです。４年間、本当にありがとうご
ざいました。

石川理奈フローラベル
　この度はこのような名誉のある賞をいただき、大変嬉しく思います。
大学生としての４年間、支えてくれた家族、学業、書道共に指導して
くださった先生方、書道においては切磋琢磨し、日常生活では沢山
の楽しさを感じさせてくれた友人達には感謝の気持ちでいっぱいです。
最後になりますが、後輩の皆さん、何事にも一生懸命に充実した大学
生活をお送りください。

芳藍賞受賞の
よろこび

髙木　智帆
　研究分野への挑戦は、自分自身への挑戦でした。学業は勿論のこと、ビジネ
スプラン道場で準グランプリを受賞できたことや、大野ゼミで SPJ 最優秀賞を
受賞できたことなど、全て先生方はじめ仲間に恵まれたからこそ達成できたこ
とです。充実した学生生活の締め括りとして、研究・スポーツ両部門の芳藍賞受
賞に感謝の気持ちで一杯です。私自身も挑戦する時、心の中は不安だらけです。
人一倍緊張して空回りすることがほとんどです。そんな私でも諦めなければ達成
できました！後輩の皆さん、進取果敢！
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並木　桃果
　私は、大学 1年次に受賞した、全日本高校・大学書道展で大賞を
いただいたことで芳藍賞をいただくことができました。在学中には同
期と多くの知識を出し合いよりよい作品作りに打ち込んだりと、周り
の支えが私のやる気でした。
　どんなことにもひたむきに努力を続けることが私は大切だと考え
ています。嫌な時があったり色々なことがおきるかもしれませんが抱
え込まずに友達に話したりして書作品作りに打ち込んでほしいです。

嘉手苅晴香
　この度は、名誉ある賞をいただき有難うございます。自分の頑張り
がこのような形になり驚きと嬉しさで胸いっぱいです。在学中はサー
クルや娯楽などの楽しみだけでなく勉強、人間関係などの悩み、苦し
み、悔しい思いもありました。その中で家族や友達の支え、先生方の
優しさ・厳しさが私を成長させてくれました。これからも努力し続け新
たな目標に向けて頑張ります。

伊勢村晴子
　この度は、芳藍賞という名誉ある賞をいただき、光栄に思います。これ
もひとえに、多くの学びを提供してくださった先生方をはじめ、職員の皆
様方、また寮生活を支えてくださった寮母さん達のお陰です。心より感謝
申し上げます。これから、大学に入学される皆様につきましては、失敗を
恐れず、様々なことに挑戦して欲しいと思います。頑張ってください。

村田佳奈子
　この度は芳藍賞という名誉ある賞をいただき大変嬉しく思います。
１年生の頃、個性のある作品を制作するという目標を掲げたコメント
を掲載していただいていました。その目標は、二科展での２年連続入
選や今回の芳藍賞の受賞といった観点から見て大いに達成できたと感
じています。支えてくださった皆様への感謝を胸に、これからも努力
と成長を続けていきたいです。

髙木　智帆
　「文武一道」を志し、仲間と挑戦し続けた四年間。環境と仲間に恵まれ、
目標であった「全国入賞」を三度達成することができました。四国大学
の名を背負い競技ができたことを誇りに思います。学業と共に結果を出
し続けることは、私にとって時に試練の様に感じましたが、その過程で培っ
た力と、乗り越えてきた経験は安易に言語化できませんが、きっと今後
の私を支えてくれると信じています。今まで多大なご支援を賜わり、誠に
ありがとうございました。

幸長　慎一
　この度、名誉のある「芳藍賞」をいただきまして大変嬉しく思います。
大学生活を６年間過ごして、陸上では様々な成績を残せる事ができた
り、楽しく作品を制作させていただきました。部活と勉強の両立は大
変でしたが、大学の関係者の方々からのご支援のおかげで、充実した
日々を過ごせたと思います。先生方から手厚いサポートしていただけ
るので、思い切った挑戦をしてみてください。

女子ラグビー部
　この度は、芳藍賞を授与いただき、誠にありがとうございます。
これまで女子ラグビー部を応援してくださった皆さま、活動をご
支援いただきました皆さま、心より感謝申し上げます。選手スタッ
フ一同、この賞の受賞を大変光栄に思っております。この賞に甘
んじることなく、これからも女子ラグビー部は日本一を目指して
精進していきたいと思います。

元木みなみ
　私はこの度、四国大学を卒業できたことをとても嬉しく思います。
また、今回芳藍賞を受賞することもでき、真面目に勉学に励んで良かっ
たと思います。四国大学では、学部での学びだけでなく、共に学ぶ友
が沢山でき、大学生活を通して、良好な人間関係を築くことができま
した。四国大学で学ぶことができて、本当に良かったと思います。

末善美幸
　この度は、芳藍賞という名誉ある賞をいただき大変嬉しく思います。
２年間の大学生活では、改めて学ぶことの楽しさを感じながら充実し
た日々を送ることが出来ました。これらは、熱心に指導してくださっ
た先生方や素晴らしい仲間たちとの出会いのおかげだと、感謝の気持
ちで一杯です。今後も学びの気持ちを忘れず精進していきます。

森田凜々花
　私はこの２年間特に学業や実習に力を入れて頑張ってきました。短大
であるため１日に受ける講義数も多く、忙しい毎日を過ごしましたが同
じ夢を持つ仲間と共に支え合っていきました。辛いことや苦しいことも
たくさんあると思いますが仲間と励まし合いながら乗り越えるときっと
良いことが待っていると思います。頑張ってください。応援しています。

松村　彩花
　在学中は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で演奏する機会が減っ
てしまったり、対面でレッスンを受けることが出来なくなるなど、とても
不安な時期が続きました。その中でも、熱心にご指導してくださる先生
方や家族、仲間の励ましで、一度決めたこと、目標に向かって努力し続
けてこられました。これからも感謝の気持ちを忘れず、より一層精進して
まいります。

座安あかり
　この度芳藍賞という素晴らしい賞をいただけたことをとても光
栄に思います。４年間熱くご指導してくださいました先生方や支え
てくれた皆さんのお陰で学びの多い幸せな学生生活を送ることが
できました。県人会での活動や書道を通して私自身、大きく変化
したように思います。４年間の集大成にこのような形で評価され、
感謝の気持ちでいっぱいです。新入生の皆さん、仲間との時間を
大切に自分を見つけ、毎日を大切に大学生活を楽しんでください。

【学業・研究】

令和 3 年度 芳藍賞受賞者

書道（文学部書道文化学科）
書道（文学部書道文化学科）
書道（文学部書道文化学科）
デザイン（生活科学部人間生活科学科）

〈芸術〉
【芸術・スポーツ・その他】

座 安 あ か り
清 水　奏 恵
並 木　桃 果
村 田 佳 奈 子

ビジネス・コミュニケーション科
人間健康科食物栄養専攻
人間健康科介護福祉専攻
幼児教育保育科
音楽科

〈短期大学部〉
伊 勢 村 晴 子
元 木 み な み
末 善　美 幸
森 田 凜 々 花
松 村　彩 花

文学部日本文学科
文学部書道文化学科
文学部国際文化学科
経営情報学部経営情報学科
経営情報学部経営情報学科
経営情報学部メディア情報学科
生活科学部生活科学科
生活科学部児童学科
生活科学部児童学科
生活科学部管理栄養士養成課程
生活科学部管理栄養士養成課程
看護学部看護学科
看護学部看護学科

〈大　学〉
熊 谷　優 花
石川理奈フローラベル
坂 本　美 卯
佐 藤　実 花
髙 木　智 帆
島 田　龍 斗
西 滝　七 海
片 山　紗 英
撫 養　美 里
豊 成　美 奈
林　ひ か り
塩﨑　里 佳
嘉 手 苅 晴 香

文学研究科
経営情報学研究科経営情報学専攻博士前期課程
経営情報学研究科経営情報学専攻博士後期課程
人間生活科学研究科
看護学研究科

〈大学院〉
山 口　幸 歩
倭　　和 代
横 関 恵 美 子
元 木　香 里
蔭 山　綾 子

幸 長　慎 一
髙 木　智 帆
女 子 ラ グ ビ ー 部団 体

陸上競技（大学院人間生活科学研究科）
陸上競技（経営情報学部経営情報学科）
ラグビーフットボール

〈スポーツ〉
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No プ ロ ジ ェ ク ト 名 グ ル ー プ

1 次世代ナイチンゲールプロジェクトⅡ
～お風呂・ふしぎ発見 ! ～ 看護学科

2 書道で繋がる地域の輪 書道文化学科

3 考えよう「わたし」の防災 ! 国際文化学科

4 徳島と世界をつなぐ看護学生と留学生の防災活動 看護学科

5 甘姫品質判別AIシステム構築プロジェクト
～農家の方が使いやすい品質判別装置の制作～ メデイア情報学科

6 遊んで学ぼう、鮎喰川。2021 児童学科

7 「大学と神山町」、「徳島の親子」を
ボードゲームでつなごう ! プロジェクト 国際文化学科

8 とくしま郷土料理アップデートプロジェクト ! 管理栄養士養成課程

9 とくしまを魅よう ! ～四国大学バスツアー～ 経営情報学科

10 陸上競技（走幅跳）での助走におけるスピードの変化
分析～分析のための機器開発～ メディア情報学科

11 謎の絵師　大島千々九斎に迫る～掘り起こせ文化財～ 日本文学科

12 動画で伝えよう音楽科の魅力
～音楽コンテンツを世界に配信～ 音楽科

13 徳島の魅力を知ろう !
～郷土 VR 映像制作プロジェクト～ メディア情報学科

14 神々の魅力を知り隊んじょ !! 国際文化学科

15 吉野川の自然環境保護と生息生物の観察・保護活動を
中心とした地域貢献（四国大学ゴールデン Z クラブ） 児童学科

　令和 3 年度学生GPに教育研究活動および、社会・地
域貢献などに関わる学生の自主的な取り組みが15プロ
ジェクト採択され、活動が行われました。令和 4 年 4 月
19 日 ( 火 ) に活動報告会が実施され、様々な制限下であ
りながら実施した活動の成果が各グループより報告され
ました。
　四国大学では、学生の学生による優れたプロジェクトを
支援するために、「学生GP ※」が創設されています。研究、
課外活動および地域貢献など、学生が主体的に取り組む
プロジェクトを通して、その創造性や自主性を高め、人間
的成長を促すことを目的としています。みなさんの若々し
い頭脳で考えた、斬新な企画を期待しています。
※ GPとは「Good Practice( 優れた取り組み )」の略です。

　4 月 16 日（土）春の日差しを感じながら、国際寮・学生寮の寮生と職員、
合計 47 名が防災訓練避難訓練および防災研修に参加しました。地震発生
のアナウンスにより各自で安全を確保した後、寮から中央棟（A 館）前へ
避難しました。その後、30 分ほど歩いて徳島県立防災センターへ行きま
した。地震の仕組みや津波の想定映像などを見て、近い将来起こると言わ
れている南海トラフ大地震や津波についてイメージをもつことができまし
た。さらに、消火体験や火災による煙体験、暴風体験をし、災害時にどの
ような行動をとればいいか学ぶことができました。普段はなかなかできな
い体験から、どうすれば命を守り被害が少なくなるのか考える良い機会と
なりました。また、寮生たちも会話を楽しみながら参加し、コミュニケーショ
ンを深めることができました。

令和 3年度
学生GP活動報告会

防災研修会
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学校法人四国大学　令和3年度決算及び令和4年度予算

　大学生の就職活動については、多くの学生の皆さんにとって
社会に向けて自分の実力を試す初めての体験となります。アル
バイトの経験はあるものの、就職となるとその後の人生の多くの
部分を占めることとなり、その仕事に対して自分にとっての適否
が悩みの種となります。また、採用する側も採用時から将来にわ
たり毎月多額の給与を支給することになるため、慎重にならざる
を得ません。そのようなことを十分に理解し、お互いにとってベ
ストマッチングを求めることが就職活動の一番重要な部分です。
　そのため、本学ではインターンシップを推進しています。学

生自らが企業の募集に応募して取り組む「自由応募制インター
ンシップ」と、大学と従来から関係の深い官公庁や企業にお願
いして実施する「四国大学インターンシップ」を実施しています。
すでに、短大１年生と大学３年生にはそれぞれの取組について
案内し、計画を進めているところです。今年度より、長期インター
ンシップとして２週間以上の枠も設けていますので、積極的に
取り組んでもらいたいと思います。
　また、全学共通科目「インターンシップ」として、その活動
時間が短大では３０時間を超えた場合に１単位、大学では６０時
間を超えた場合に２単位が認定できることになっています。自
主的に学びながら、単位取得にも活かすことができます。
　４月１９日付の新聞報道にもありましたが、国の方針としても、
２４年度卒の学生からインターンシップのルールを大きく見直
し、その際の学生情報を採用選考に使うことを容認するとの方
向性をだしていることから、ますます重要視される見通しです。
　令和４年度にキャリアセンターが実施する主な行事は、（別表
１）のとおりです。また、学生の皆さんの就職活動については、
センター職員だけではなく、キャリアコンサルタント、公認心
理師、臨床心理士、ハローワーク職員を配置し、就職決定に
向けて様々な学生の悩みを気軽に相談できるようにしています。

（別表２）もし、進路選択でわからないことがあったり、就職
活動に行き詰ったり悩んだりしたときには、ぜひ、中央棟（Ａ館）
２階のキャリアセンターに足を運んでください。

　キャリアセンターだより

1.資金収支計算書
（収入の部）

科　 目 令和3年度決算 令和4年度予算
学生生徒等納付金収入 3,499,717 3,386,503
手数料収入 38,107 36,710
寄付金収入 11,454 6,100
補助金収入 1,245,053 1,162,883
資産売却収入 0 0
付随事業・収益事業収入 123,569 72,547
受取利息・配当金収入 99,887 92,000
雑収入 108,278 115,160
借入金等収入 0 0
前受金収入 614,638 668,417
その他の収入 1,016,216 1,061,500
資金収入調整勘定 △ 844,942 △ 829,210
前年度繰越支払資金 3,440,875 3,554,976

収入の部合計 9,352,852 9,327,586
（単位：千円）

（支出の部）
科　 目 令和3年度決算 令和4年度予算

人件費支出 2,717,105 2,773,947
教育研究経費支出 1,177,914 1,343,549
管理経費支出 232,623 268,759
借入金等利息支出 3,637 3,055
借入金等返済支出 168,300 140,300
施設関係支出 195,937 222,598
設備関係支出 191,861 180,674
資産運用支出 261,700 261,700
その他の支出 1,029,291 753,648
予備費 26,000
資金支出調整勘定 △ 180,493 △ 169,161
翌年度繰越支払資金 3,554,976 3,522,517

支出の部合計 9,352,852 9,327,586
（単位：千円）

＊ 上記の表の金額は千円未満を四捨五入しているため、合
計など数値が計算上一致しない場合があります。

2.事業活動収支計算書
　

科　　目 令和3年度決算 令和4年度予算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 3,499,717 3,386,503
手数料 38,107 36,710
寄付金 11,454 6,100
経常費等補助金 1,214,154 1,162,883
付随事業収入 121,998 70,976
雑収入 113,657 115,160

教育活動収入計 4,999,088 4,778,332

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,696,864 2,720,052
教育研究経費 1,628,945 1,809,380
管理経費 296,071 333,580
徴収不能額等 5,000 5,000

教育活動支出計 4,626,880 4,868,012
教育活動収支差額 372,208 △ 89,680

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

受取利息・配当金 99,887 92,000
その他の教育活動外収入 1,571 1,571
教育活動外収入計 101,458 93,571

支
出
の
部

事
業
活
動

借入金等利息 3,637 3,055
教育活動外支出計 3,637 3,055

教育活動外収支差額 97,821 90,516
経常収支差額 470,029 836

特
別
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

資産売却差額 0 0
その他の特別収入 42,956 1,000
特別収入計 42,956 1,000

支
出
の
部

事
業
活
動

資産処分差額 8,292 4,100
その他の特別支出 672 0
特別支出計 8,964 4,100

特別収支差額 33,991 △ 3,100
　［予備費］ 26,000
基本金組入前当年度収支差額 504,020 △ 28,264
基本金組入額合計 △ 500,091 △ 506,198
当年度収支差額 3,929 △ 534,462
前年度繰越収支差額 813,237 817,167
翌年度繰越収支差額 817,167 282,705

（単位：千円）

3.貸借対照表
（資産の部）

科　 目 令和 3 年度末
固定資産 29,530,831
　有形固定資産 18,764,735
　特定資産 10,445,169
　その他の固定資産 320,927
流動資産 3,766,441

資産の部合計 33,297,272
（負債の部）
　固定負債 1,941,178
　流動負債 991,590

負債の部合計 2,932,768
（純資産の部）
基本金
　第 1 号基本金 28,322,447
　第 2 号基本金 594,190
　第 3 号基本金 320,731
　第 4 号基本金 309,969
基本金合計 29,547,337
繰越収支差額 817,167
　翌年度繰越収支差額 817,167
純資産の部合計 30,364,504
負債の部及び純資産の部合計 33,297,272

（単位：千円）

減価償却額の累計額の合計 9,700,077
徴収不能引当金の合計 9,758
基本金未組入額 964,091

月 内　　　容 対 象 者
４ 月 学科別オリエンテーション 大３年，短１年

５ 月 第１回就職ガイダンス 大３年，短１年
インターンシップセミナー① 大３年，短１年

６ 月 公務員対策ガイダンス 全学年

７ 月 自己分析・エントリーシート作成講座 大３年，短１年
インターンシップセミナー② 大３年，短１年

８ 月 SPI 対策講座①（性格検査） 大３年，短１年
SPI 対策講座②（能力検査） 大３年，短１年

９ 月 業界・職種・企業研究セミナー 大３年，短１年
ジョブハンティングシステム登録説明会 大３年，短１年

１０ 月

教員対策ガイダンス 全学年
第２回就職ガイダンス 大３年，短１年
大学２年生対象就職ガイダンス 大学２年
第１回四国大学ジョブセミナー 大学２～ 3 年，短１年

１１ 月
第２回四国大学ジョブセミナー 大学２～ 3 年，短１年
学内企業研究会事前セミナー 大３年，短１年
自己 PR・エントリーシート作成講座 大３年，短１年

１２ 月 学内企業研究会 大３年，短１年
就活応援セミナー（Web 面接対策講座） 大３年，短１年

１ 月 第３回就職ガイダンス 大３年，短１年

２ 月
グループディスカッション・集団面接対策講座 大３年，短１年
就活直前セミナー 大３年，短１年
就活トライツアー直前セミナー 大３年，短１年

３ 月 就活トライツアー 大３年，短１年

別表1

別表2

令和4年度　主な行事予定

就職・キャリア相談

就職相談
坂東　圭子先生（キャリアコンサルタント）
　毎週火曜日 13：00 ～ 17：00
瀬尾　ふみ先生（キャリアコンサルタント）
　毎週木曜日 13：00 ～ 17：00
武内　浩子先生（ハローワーク）
　毎週水曜日 13：00 ～ 16：30

キャリア相談
澤部　雅代先生（臨床心理士）
　毎週月曜日 13：00 ～ 17：00
百々　恵子先生（公認心理師）
　毎週水曜日 13：00 ～ 17：00
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見つけよう君の未来！

OPEN CAMPUS
2022

2022年６月12日㈰
2022年７月10日㈰
2022年７月31日㈰
2022年８月20日㈯
2022年９月11日㈰
参加希望日の直前の金曜日17：00までに
ホームページまたは電話で、氏名、高校名、希望学科を
ご連絡ください。

10：00～16：00
10：00～16：00
10：00～16：00
10：00～16：00
10：00～12：25

リモート型

〒771-1192 徳島県徳島市応神町古川
四国大学広報課
7®0120-65-9906（平日 9：00～ 17：00）
URL：https://www.shikoku-u.ac.jp/admissions/opencampus/

令和 5年度　入試日程

●推薦入試

入   試   日 11／20 ㈰

●大学入学共通テスト利用入試

試   験   日
出　願　締　切　日

前　　期 中　　期 後　　期
１ ／14 ㈯・15 ㈰ 2 ／ 15 ㈬ 3 ／1 ㈬ 3 ／13 ㈪

★入試区分・期によっては、実施しない学科があります。
出願資格や入試日程など、詳細は四国大学ホームページ
（https://www.shikoku-u.ac.jp）でご確認ください。

●高大接続入試【活動履歴活用タイプ】【セミナー活用タイプ】

入   試   日
Ⅰ　　期 Ⅱ　　期
9 ／23 ㈮ 10／15 ㈯

●短期大学部体験型入試

入   試   日
Ⅰ　　期 Ⅱ　　期
9 ／23 ㈮ 10／15 ㈯

●自己実現入試

入   試   日
Ⅰ　　期 Ⅱ　　期
12／10 ㈯ 3 ／18 ㈯

●一般入試

入   試   日
Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期
2 ／ 5 ㈰ 2 ／18 ㈯ 3 ／ 7 ㈫

●分野別入試（スポーツ分野、芸術 ･メディア・ダンス
分野、文化活動分野、グローバル・国際文化分野）

入   試   日
Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期
9 ／23 ㈮ １2／10 ㈯ 2 ／18 ㈯

四国大学 学生相談室 室長   喜枝　直美

　新型コロナ感染症の感染が続いていますが、
その中でできる限りの感染対策を行いながら大
学生活が始まりました。学生相談室でも、空気
の喚起や消毒など基本の感染予防対策を徹底し
ながら個別相談を日々行っています。とくにコ
ロナ禍のこの２年、個別相談は対面での相談だ
けで行っていくのは難しく、継続的な相談を実
施していくために電話相談やメール相談を整備
しました。そうしたことでオンライン授業と
なった場合でも即座に対応でき、切れ目なく相
談できる環境を整えることができました。
　2021 年度の学生相談室の利用状況も、利用
者数・利用回数ともに一昨年度よりも増加し、
多種・多様な問題を抱えた学生が来談していま
す。独立行政法人日本学生支援機構が各大学の
学生支援を対象に行った調査（2021）や学生相
談学会（2021）でも、近年多種・多様な問題をもっ
た学生の存在や学生の問題の複雑化・重症化な
どが報告され、今までの「治療・回復」を目標
とする医療モデルの支援のあり方から、「心理
教育・成長支援」への貢献度を高めていく方向
が示唆されています。これらは学生相談活動と
して、従来の対面での個別相談だけでなく、早
期発見・早期支援のためのスクリーニング検査
の実施やグループ活動による発達促進支援、予
防活動としての心理教育などを行う必要性を説
いています。
　そこで、2021 年度は学生相談室の新たな取
り組みとして、メンタルヘルスケアと自己理解・
自己意識の向上を目指し、対面授業を開始した
6月と 10 月に “心理テストをしてみよう”とい
う発達促進の支援活動を行いました。合計 41
名の学生の参加があり、各参加学生個人の目的
に合った心理テストを一緒に選び、その結果に
ついて話し合い、自己理解を深めました。参加
学生は概ね満足し、「自己理解が深まった」「自
分を見直すきっかけになった」「こういう機会
をもう少し作ってほしい」などの意見があがり
ました。2022 年度はこの活動以外にも、スト
レスマネジメントやアンガーマネジメントなど
心理教育やメンタルヘルスの予防活動にも取り
組みたいと考えています。さらに、上述したよ
うに多種・多様な問題を抱えた学生の存在が増
えていることから、そういった学生の存在を早
期発見し早期介入を行い、新しい大学生活に少
しでも早く適応できるよう支援することを目的
とし、2022 年度より新入生対象に健康診断と
ともに精神健康調査（スクリーニング検査）を
実施しています。
　こういった新たな取り組みをしながら、今後
も学生相談室として、学生の皆さんがより健康
で、より良い学生生活を楽しめるように「できる
支援は何か」を考えていきたいと思っています。


